
北陸新幹線に係るいわゆる米原ルートについて

東海道新幹線乗り入れ

・東海道新幹線の容量が引き続き逼迫している
・運行管理システムが異なる
・脱線逸脱防止対策の方式が異なる

脱線・逸脱防止設備の相違

運行管理システムの相違
運行管理システムの設計が大きく異なるため、システム改修

や車両側での対応が必要。
○ 東北・上越・北陸 ︓COSMOS 等

（路線分岐念頭）
○ 東海道・山陽・九州 ︓COMTRAC 等

（単一路線念頭）

○ 北陸新幹線は、首都圏と関西圏を結ぶことで、複数のネットワークを構築し、観光やビジネス
などの地域活性化や災害に対するリダンダンシーの確保に重要な役割を果たす路線。

【与党 整備新幹線建設推進プロジェクトチーム決定（座長発言）（H29.3.15）】
｢北陸新幹線敦賀・大阪間のルートは、敦賀駅－小浜市（東小浜）附近－京都駅－京田辺市（松井山手）附近－新大阪駅を結

ぶルートと決定する。｣

【新幹線鉄道の建設に関する整備計画（S48.11.13）】
区間︓東京都・大阪市 主要な経過地︓長野市附近、富山市附近、小浜市附近

利便性

・米原で引き続き乗り換えが継続する
・所要時間、運賃・料金が小浜京都ルートと比較して増加

小浜・京都ルートによる早期整備を求めている
（米原ルートを否定）

・小浜京都ルートで2019年から行ってきた環境影響評価手続を改めて行う必要がある 2

地元自治体等

その他
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